
患者さま
≪自宅≫

板橋中央総合病院
≪急性期病院≫

かかりつけ医
≪診療所・クリニック≫

～緊急の御依頼について～
緊急の御依頼は地域医療連携室へお電話ください。患者様の受入れがスムーズに進むよう私ども連携室
スタッフが対応させていただきます。当院での受入れの不可の場合は、状況によりグループ医療機関へコ
ンサルトさせていただきます。

地域医療連携室直通（TEL 03-3967-4275）

★通常外来紹介方法
・当院の場合、初診時から予約制の科と予約なしの科がご
ざいます。患者様に下記電話番号まで連絡していただきま
すよう、お伝えください。

代表（ＴＥＬ03-3967-1181）

★放射線検査予約方法
放射線予約直通（ＴＥＬ03-3967-1197）まで

ご連絡ください。
・撮影方法、撮影部位についてお聞きします。内容は下記の
通りです。
（1）医療機関名
（2）依頼医師名
（3）撮影方法【ＣＴ、ＭＲＩ、ＲＩ、骨密度測定（ＤＥＸＡ法）、
マンモグラフィー検査】
（4）撮影部位
（5）造影剤の有無
（6）読影レポートの有無
（7）撮影予約希望日
（状況により、当日撮影も可能となっております。）
（8）患者様の氏名、生年月日
※検査結果は、基本的に4～7日で郵送いたします。
当日に検査結果【フィルムまたはCD-R、読影レポート】を患
者様にお渡しすることも可能ですので、ご予約の際、ご相談
ください。

★生理学検査予約方法
生理学検査予約直通（ＴＥＬ03-3967-8786）
までご連絡ください。
・超音波検査（心臓 腹部 頸動脈 甲状腺 下肢動脈）
・心電図 ・脳波検査 ・トレッドミル負荷心電図
・肺機能検査 ・血圧ホルター心電図
・ホルター心電図 ・ＳＣＶ（知覚神経伝導速度）
・ＡＢＲ（聴性脳幹反応）
・マスター負荷心電図 ・ＡＢＩ（血圧脈波検査）
・聴力検査 ・サーモグラフィー
・ＭＣＶ（運動神経伝導速度）などがあります。

※読影レポートを希望される際、検査の内容のよって、お届
け日が異なりますので、予約時にご相談ください。
読影レポートができる検査とできない検査がございますので
予約時にご相談ください。
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逆紹介を推進しています！
厚生労働省の医療政策として、

全国の病院の約５％にあたる５００床以上の急性期

病院は、病状が安定した患者さまを地域医療機関に

紹介することを推奨しています。

板橋中央総合病院としても５７９床の急性期病院の

ため、病状が安定した患者さまの地域医療機関への

紹介を推進しています。

今後も当院は地域医療機関との密接な連携のもと、

患者さまへの最適な医療の提供に努めていきます。

休日・夜間の急病など
かかりつけ医を受診出来ない場合に受診

病状が安定してきたら
かかりつけ医へ紹介

まずはお近くの
診療所・クリニックを受診 紹介状を持って受診



脳⾎管内治療とは？
⾎管内治療とはカテーテルと呼ばれる細い管を⾜の付根、または腕から⾎管内に挿⼊して、⾎管の内側から病気を治
療する技術です。最近テレビの特集番組でも⾒る機会が増えました。⼼臓領域は有名で、⾵船等を⽤いて冠動脈
と呼ばれる⼼臓の⾎管を治療します。脳⾎管内治療は、このカテーテルの技術を⽤いて脳⾎管の治療を⾏います。
従来の開頭⼿術と違って頭を切らないため、全⾝⿇酔をかけずに治療することも可能な事が多く、開頭⼿術に⽐べて
体の負担が⼩さい治療法です。

こんなことができます！
つまりかけた⾎管をひろげるもの
急性期脳梗塞への⾎栓溶解や⾵船治療等
頚動脈狭窄等、細くなった動脈へのステント留置

破れた(破れそうな)⾎管を処置し、出⾎を防ぐ
くも膜下出⾎への脳動脈コイル塞栓
未破裂脳動脈瘤コイル塞栓
⾎管奇形等の異常⾎管の塞栓術

脳⾎管内科の紹介
平成26年6⽉より脳⾎管内治療専⾨の医師が⼊局するため、

脳⾎管内科を新設します！

新設

脳卒中や脳動脈瘤が⼼配なので相談したいという⽅、
是⾮受診してください。
頚動脈狭窄(細くなった部分)や脳動脈瘤が他の病院、
脳ドックなどですでに⾒つかった⽅も、
⾒つかっていない⽅でもかまいません。
異常の有無、治療⽅針を最初から調べさせていただきます。
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・開頭⼿術と⽐べて、患者さまへの負担が少なく、
⾼齢者や合併症をもった⽅にも施⾏可能
・治療後の安静や⼊院期間が短い
・外⾒的に頭に傷をつけない
・局所⿇酔でも施⾏可能

・脳⾎管の損傷など合併症の発⽣時には、
重⼤な後遺症を残すことがある
・脳⾎管の動脈硬化の程度が強く、屈曲蛇⾏が著明な
場合には、治療困難である
・新しい治療法のため、⻑期成績が確⽴されていない


